
平成 29年度 人 事 異 動 概 要

平成 29年 4月 1日 付けで部長職、次長職、課長職等の人事異動を行います。

1 異動規模等

昇任者数は、部長職が 4人、次長職が 12人、課長職が 25人 (医師を除く)と な りま した。

○

昇任 した部長 生活環境部長              石坂 康雄 (59歳  0月 )

建設部長                上石  明 (52歳  1月 )

消防長                 土田 和豊 (54歳  8月 )

病院局小樽市立病院事務部長       金子 文夫 (57歳  3月 )

昇任 した次長 総務部次長               勝山 貴之 (52歳  6月 )

総務部 コンプライアンス推進室長     渡部 一博 (51歳 11月 )

財政部次長               佐々木真一 (52歳  2月 )

産業港湾部観光振興室長         り嶋 広士 (52歳  0月 )

産業港湾部観光振興室小樽観光協会担 当次長

荒木  退 (53歳 11月 )

産業港湾部次長             加賀 英幸 (55歳  7月 )
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※ かっこ内は病院医師人数を含めた数で、平均年齢は病院医師を除いたもの。

※ 27年 度については、人数は 4月 ・ 6月 異動の合計であ り、平均年齢は 6月 異動時のもの。

異動率 (医師を除 く)

部長職 41.3%(7人/17人) 次長職 432%(16人 /37人) 課長職 355%(59人/166人 )



福祉部次長               生瀬 裕司 (52歳  0月 )

監査事務局長              志賀  公 (58歳 4月 )

教育部次長               須藤 慶子 (52歳  0月 )

消防本部次長              佐藤 靖久 (52歳  5月 )

消防署長                宮越 繁喜 (57歳  2月 )

病院局小樽市立病院事務部次長      鉢呂 善宏 (58歳  3月 )

2概 要

社会情勢の変化や多様化する市民ニーズに的確に対応するため、平成 29年度から 2年をか

けて組織を見直すこととしてお ります。平成 30年度の本格的な組織改革を控え、効率的・効

果的に業務を遂行するため、適材適所の人員配置や組織の見直 しを行います。

<主な改正点 >

○ 総務部
。 国際交流担当を主査から主幹へ振替
。 人材育成のため、厚生労働省社会・援護局、北海道観光振興機構へ職員を派遣 (厚生労

働省は退職派遣 )。

○ 財政部
。 税務長を廃止 し、新たに次長を配置

・ 債権 を適正に回収 し、市民負担の公平性 を確保す るため、徴収一元化担当主幹を配置

○ 産業港湾部

・ 港湾物流やクルーズ船誘致を促進す るため、港湾室に港湾振興課を新設
。 日本遺産認定を目指すため、日本遺産等担当主幹を配置

○ 生活環境部
。 市民に分か りやすい組織 とするため、廃棄物対策課をごみ減量推進課に、廃棄物事業所

を清掃事業所に名称変更

○ 医療保険部
。 新たに次長を配置

○ 福祉部

・ 新たに次長を配置

・ 子育て支援の強化を図るため、子育て支援課を子育て支援室に格上げし、こども福祉課

及び こども育成課の 2課体制 とする

○ 建設部

・ バ リアフリー基本構想や公共交通業務を担当するまちづ くり担当主幹を配置

・ きめ細やかな除排雪体制 を構築するため、雪対策課を雪対策第 1課及び雪対策第 2課の

2課体制 とする

○ 病院局

・ 精神科医療センターに精神科医療相談室を新設

・ 業務の平準化を図るため、地域医療連携室 と事務課にグループ市1を導入



3 新設、廃止等をした役職

【部長職】

① 産業港湾部参事 (港湾担当)

【次長職】

新設・増員 廃 止

①

②

③

④

財政部次長

医療保険部次長

福祉部次長

福祉部子育て支援室長

①

②

財政部税務長

総合博物館長

【課長職】

新設・増員 廃 止

① 総務部主幹 (国際交流担当)

② 財政部主幹 (徴収―元化担当)

③ 産業港湾部港湾室港湾振興課長

④ 産業港湾部主幹 (日 本遺産等担当)

⑤ 福祉部子育て支援室こども福祉課長

⑥ 福祉部子育て支援室こども育成課長

⑦ 保健所主幹 (医務業務担当)

③ 建設部主幹 (ま ちづくり担当)

⑨ 建設部雪対策第 1課長

⑩ 建設部雪対策第 2課長

⑪ 病院局小樽市立病院地域医療連携室主幹

⑫ 病院局小樽市立病院緩和ケア管理室主幹

① 産業港湾部港湾室主幹 (利 用促進・統計担

当)

② 福祉部主幹 (子育て支援担当)

③ 福祉部子育て支援課長

④ 建設部雪対策課長

⑤ 病院局小樽市立病院地域医療連携室患者サ
ー ビス課長

⑥ 病院局小樽市立病院地域医療連携室地域医

療連携課長

新設・増員 廃 止


